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部門別 CO2 排出量の推移（1990‐2010年度）
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運輸部門（自動車・船舶等）　217　→　232　（6.7%増）

業務部門（商業・サービス・事業所等）

164　→　217　（31.9%増）

家庭部門　127　→　172　（34.8%増）

エネルギー転換部門（発電所等）　67.9　→　81.0　（19.3%増）

工業プロセス分野　62.3　→　41.2　（33.9%減）

廃棄物分野　22.7　→　27.4　（20.6%増）

（年度）

CO
2　

排
出

量
　

（
百

万
ト

ン
CO

2）

産業部門　482　→　422　（12.5%減）

（　）は基準年比増減率

京
都

議
定

書

の
基

準
年

国立環境研究所のデータをもとに作成

日本における京都議定書の対象となっている
温室効果ガス排出量の推移

リーマンショック

2008～2012年

の平均値で
1990年レベル
から6%減

COP3で世界に
公約した目標
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建築物のライフサイクル建築物のライフサイクル

建設 廃棄改修資材製造設計 運用

アウトプットアウトプット

Ｔ.Ｉｋａｇａ

ｲﾝﾌﾟｯﾄ(ｴﾈﾙｷﾞｰ・資源・水)
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月別最大電力の推移（発電端1日最大：東京電力）

5



1日の電気の使われ方（年間ピーク発生日:東京電力）
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事務所ビルの最大電力の内訳例

空調関係・・・5割

照明関係・・・4割
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事務所ビルの年間ｴﾈﾙｷﾞｰ消費内訳の例

空調関係・・・5割

照明関係・・・4割
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事例1. 日建設計東京ビル

場所 東京都千代田区
竣工 2003年3月
延床 20,581m2

階数 地上14階、地下1階

Lighting fixtures

Electrical heatable
double glazing

Natural ventilation system
Eaves

Automatic
controlled
external
venetian
blinds

Sock Ducts
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1-1 節電対策の概要

震災直後の3月17日から可能な節電対策を全て実施。

照明
・執務室

・照度を750Lx から300Lx に減光。
・昼休みは全消灯。
・窓際2列を全消灯（3月23日～9月30日）。
・終業時の全消灯時間を、22 時から20 時に繰り上げ。

照明
・共用部

・1階玄関、駐車場、エレベーターホール、廊下等を全消灯。
・2階受付、打ち合わせコーナー、会議室の点灯本数を削減。

空調 ・執務室 設定温度 暖房22→20℃, 冷房26→28℃
・14階スタジオ１（大会議室）は利用時のみ空調運転。
・夏季は熱源電力抑制のため、

午前：ガス吸収冷温水機, 午後：氷蓄熱利用

トイレ ・トイレ洗面の給湯を停止。
・男性用トイレの暖房便座を停止。
・女性用トイレの暖房便座を停止（3月23日～11月10日）。

コンセント ・パソコン、プリンターの電源をオフ。
・できるだけコンセントを抜く。

自販機 ・自販機は来客用を除き、全て停止。
10
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2010年７月平日　
各時刻　平均

2011年7月平日　
各時刻　平均

・2010年7月平日と、2011年7月平日の平均値。
・9～20時の時間平均電力量は、

535kWh/h→401kWh/h ▲134kWh/h（25%）削減。
・日積算電力量は、11,554kWh/日→9,104kWh/日 21%削減。

・節電規制値 624kW（＝昨年最大需要電力 734kw×85％）より 更に36%抑制。

535kWh/h

401kWh/h
－

25 %

1-2 節電対策の効果【夏期】 7月の平日平均値
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1-3 節電対策の効果【夏期】
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給排水衛生・その他

給湯設備

昇降機設備

換気設備

熱源空調設備

コンセント設備

照明設備

・2010年7月に比べ2011年7月は平日平均電力量を21%を削
減した。またその内訳をエネルギー用途別に分類した。

・2010年7月9～20時において、
照明30%、コンセント35%、空調20%の割合になってお
り、合計85%を占める。
この３用途を中心に節電を図ることがポイントである。

2010年7月 平日平均 2011年7月 平日平均

照明

ｺﾝｾﾝﾄ空調
空調 ｺﾝｾﾝﾄ

照明
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・2011年1 月平日と、2012年1月平日の平均値。
・9～20時の時間平均電力量は、

496kWh/h→477kWh/h ▲19kWh/h（4 %）削減。
・日積算電力量は、8,558kWh/日→7,974kWh/日 7%削減。

496 kWh/h
477kWh/h

－4 %

1-4 節電対策の効果【冬期】 1月の平日平均値
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1-5 節電対策の効果【冬期】

・2011年1月と2012年1月の平日平均電力量の内訳

・照明電力は、夏期と同様に大幅に減少しているが、
空調電力は増加している。

2011年1月 平日平均 2012年1月 平日平均

照明

ｺﾝｾﾝﾄ

空調

空調 ｺﾝｾﾝﾄ

照明
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1-6 節電対策の効果【年間】 月間電力量

2010年3月～2011年2月
平均 248MWh /月

2011年3月～2012年2月
平均 196MWh /月

-21％
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柏 尾 川

グランド

燃焼実験室

ＣＲ
（第３建
物）

第１建物

ＪＲ東海道線

第３０建物
＜約９０００ｍ２＞

至東京

保安室

食 堂 棟
（第５建物）

至小田原

実験用住居

第１０２建物、２００９／２竣工）

＜約６０００ｍ２＞

第１００建物
２００６／１１竣工）

＜約１８０００ｍ２＞

展示室

流量実験棟
（第１０１建物
２００８／４竣工）

事例2.AZBIL 藤沢テクノセンター
• 所在地 ： 神奈川県藤沢市川名1-12-2
• 操業開始 ： １９６１年（昭和３６年）５月

• 敷地面積 ： 約２９,０００ｍ２

• 延床面積 ： 約５３,０００ｍ２

• 社員数 ： 約２,１００名（２０１０年４月現在）

• 役割 ： ａｚｂｉｌグループにおける

研究／製品開発・エンジニアリングの拠点
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2-1:藤沢テクノセンター建物ごとの電力

100建物(27%)
（事務所）

30建物(事務所）

102建物（実験設備他）

3建物(ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ）

5建物（食堂）

その他(35%)

● 2010年度のピーク電力は2,580kWh （30min積算×2）
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2-2:100建の消費電力
100建の2010年度のピーク電力は、8/17に記録した724kWh 
（内訳は、熱源30%、水搬送8％、空気搬送12％、照明15％、OAｺﾝｾﾝﾄ15％、共用部照明等5％、その他15％）

100建では、ピーク時負荷を45％削減（330kW削減）し、 10～20時の電力400kW以下にすることが目標。

8/17 100建ピーク日 全体電力

目標電力

冷凍機 熱搬送

照明

OAｺﾝｾﾝﾄ
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2-3:ピークシフトの方法

氷蓄熱活用、予冷運転により、電力使用制限時間帯の電力を大きく削減。

この対策は、処理しなければならない負荷熱量が同じでも、快適性を犠牲にすることなく、

大きく節電することが可能な対策。

19



2-4:変風量制御の制御方法の変更効果

風量総和制御を2011年7月から導入し、ファン電力消費量が30％以上削減となった。

制御導入
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2-5:電力見える化システムの構築

居住者が業務用PCから、
インターネット経由で、
常に電力使用状況を確認
できるシステムを構築。

電力を見せることで、節電
意識の向上・対策立案に
役立てる

当日予測値

業務用PC

スマートフォン
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2-6:照明と空調連動制御の効果

照明電力量が約70％減
居住者アンケートの結果でも、2010年度よりも暗くても許容範囲内との回答が多数

居住者に環境選択権を与えることが重要
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2-7:照明と空調連動制御の効果

℃ 2010 2011（節電） 2010年との比較
2階 26.2 25.6 0 .6
3階 26.6 25.5 1 .1
4階 25.9 25.8 0 .1
5階 27 26.3 0 .7
6階 26.3 26.3 0
7階 25.5 26 - 0 .5

• 2010年度と2011年度（節電）の夏季各階の平均室温データを比較

– 7月、8月の予冷の低温を除いた時間帯（13：00～16：00）

• 2011年度は節電だったにもかかわらず、居住者の協力のおかげで、2010年度
よりも概ね低い室温となった。
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2-8:100建消費電力量実績
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2-9:100建消費電力量

100建では、7月～9月で、約27％の省エネとなった

27％の省エネ
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事例３．集合住宅（東京近郊）

26出展：東京理科大学 井上研究室 2012年空気調和･衛生工学会論文より
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3-1：住宅における用途別エネルギー消費量
の年間値（GJ/戸･年）



3-2:電力消費量時刻変動 1時間毎データ

最低月：2011年10月
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・朝のピークは冬期で顕著⇒夏期、冬期ともにピークに注意
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3-3:用途別電力消費量の月変動

東日本大震災

・震災後⇒照明、家電消費量の減少
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3-4:震災前後の電力消費時刻変動比較 10分毎データ

9月 10月 11月 12月 1月 2月

9月 10月 11月 12月 1月 2月

（2010～2011年：震災前）

（2011～2012年：震災後）
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3-5:震災前後の日平均電力消費量と外気温の関係
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スマートグリッドに接続されている全てのユーザー～発電、消費及び、その
双方～の作用を知的に統合し、持続可能で、経済的で、且つ、確実な電力
を効率的に供給する電力ネットワーク

４． スマートグリッドとは

配
電
系
統

地域・コミュニティ

家庭・工場・オフィス
需
要
家

ＣＥＭＳ

ＢＥＭＳ

蓄電池

大規模集中電源

自然
エネルギー

電
力
系
統 ＥＭＳ

ＣＥＭＳ

ＨＥＭＳ

キーワード

集中電源

↑↓

系統安定化
(逆潮流、
周波数等)

↑↓

分散電源
(燃料電池、
太陽電池等)

発電計画

↑↓

需給調整
(スマート
シティ等)

↑↓

エネ管理
(見える化､
省エネ等）

分散 ＋ 双方向
一体化、相互作用
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基幹系統
500kV～275kV

地方系統
154kV～66kV

配電系統
22kV～6.6kV

原子力発電

揚水発電

火力発電

水力発電

太陽光メガ
ソーラ

風力ウイン
ドファーム

大規模工場

大規模ビル

大型ビル

柱状変圧器

中規模工場

小規模工場 小型ビル

中型ビル

住宅・商店

集合住宅

需要家を含めた
発電、送配電系
のICTによるス
マート化

需要家

スマート
グリッド

4-1:発電・送配電（グリッド）系と需要家のスマート化
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4-2: 震災以降の電気事業環境の変化と課題

電力供給者、需要家の連係した 「供給」「需要」「貯蔵」による電力需給の最適化
⇒ 震災による需給逼迫、電力供給者と需要家とのwin-winとなる新サービス

電力需給最適化

系統安定化制御

風力 太陽光

分散電源

＋ ーf0

「供給」 「需要」

蓄電池
発電制御 節電制御

調整可能電源
（ディーゼル発電など）

電気自動車「制御」

「貯蔵」

蓄電池

工場

/

オフィス

家庭

需要家

配電系統

系統・配電
連係電力供給者

再生可能エネ活用、CO2削減
エネルギー安全保障など
⇒ 需給安定、持続可能な社会

電力システムの一部として需要家設備制御 ⇒ 需要家へのメリット創造

34



電力会社からの需要抑制サービス；電力需給逼迫時、
電力会社からの要請で需要家の需要削減

④リベート

③販売電
量削減

①抑制
依頼

需要家設備
(空調、自家発）

(ｱｸﾞﾘｹﾞー ﾀ)

夏季、電力需要急増時などに､需要抑制を依頼

4-3: 日本におけるスマートグリッドサービス例

②需要削減依頼、
又は、省ｴﾈ制御
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スマートグリッド上のサービス⇒既存、複数システム間の情報授受

発電
送電

配電

需要家

4-4: スマートグリッドサービスの実現形態

エネルギー情報は電力会社の事業運営の基本情報、需要家の事業実態の情報。
電力会社の情報インターフェースは外部からのシステム侵入、破壊等のリスク要因。

異種ﾈｯﾄﾜｰｸ混在
(BACnet、Lonworks、WiMAX等）

36
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運用

サービスプロバイダ
(UtilityProvider､

ThirdPartyProvider))

需要家（EMS､負荷､分
散電源等)

配電系送電系

市場

発電

Meter

ESI
EV

DER

設備 EMS

Storage

4-5:電気学会SGTECのスマートグリッド検討範囲

電気学会
SGTECの
検討範囲

ＮＩＳＴのスマートグリッド参照モデル

構内ネットワーク
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4-6: 日本のシステム概念参照モデル (高圧/低圧)

電力会社
（系統制御）
（発電）
（送電）
（配電）

⑩ｴﾈﾙｷﾞｰｻｰﾋﾞｽI/F

⑫分散電源
(発電蓄電ｻｰﾋﾞｽ) ⑪設備

⑧メータリング
サービス

CT25

CT29

CT27

CT16

CT14
CT52

CT23

⑬電気自動車
（電力輸送ｻｰﾋﾞｽ）

CT15

需要家
（高圧･低圧）

CT53 CT18

CT70

⑨BEMS

AMI
ﾈｯﾄﾜｰｸ

サービスプロバイダ

①電力検針管理サービス

②遠隔監視制御サービス

③設備管理サービス

⑤分散電源管理ｻｰﾋﾞｽ

⑥地域ｴﾈﾙｷﾞｰ管理ｻｰﾋﾞｽ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

CT63

CT19

④遠隔BEMS制御サービス

CT68

CT101

CT102

CT103

※赤は将来(2020年)のサービス想定

⑦電気自動車管理ｻｰﾋﾞｽ

CT14
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終了

ご清聴ありがとうございました
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